









































































第 4学年外国語活動「和歌山 に来てください ! My favorite place is 000-」
指 導者 ：中岡正年
［各教科 ・俵域において習得した知●（内響知・方法知・体●知）の活層・霧瓢が霙され．互いの震寛のカコセスが完寓 していくイメ ージ】































































































































































































Where is my favorite place ? 
I like mikans. 
I like Kue. 
I like Shirasaki 
Where is this? 
Tanabe city. 
紅 idagawato叩 ．
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図7 子どもの記述
本実践に協力，参加してくださった和歌山大学，尾上
准教授からも次のようなコメントを頂いている。
「私がフォローしたグループも最初は緊張していまし
たが慣れてくると積極的にお話をしに行っていて，相手
の方が和歌山の地名と位置が不案内だと感じとると，さっ
と地図を見せて説明をしていました。大したものだと思い
ます。もちろん課題も見えてきましたが，今回の活動は
子どもたちにとっても自信につながる経験だったのでは
ないかと思います。」
低学年や中学年では初めて外国語に触れる子どもも
いるため，まずは外国語の表現に慣れることが重要で
あることは普段幌受業からも実感している。そして，
外国の方とコミュニケーションをとるためには，ある
程度の単語や表現のインプットは必要不可欠であると
も考えている。また，子どもたちへの調査を行い次の
ことが明らかになったと考えている。英語の単語や表
現をインプッ トする際もコミュニケーションをとる相
手を明確に意識していくことは，学習者である子ども
たちの言葉の習得や意識の向上に有効的に働いたとい
うことである。なぜなら，伝える場所があり，コミュ
ニケーションをとる場面が設定されているという必然
性があることで，自身の思いをいかに他者に伝えるか
という他者意識をもつことが自分自身の課題となった
からだと考えている。
本実践をとおして，外国語を使う必然性がある活動
とコミュニケーションをとる必然性がある活動を連携
させること，また他教科や他領域との関墾を行い伝え
たい内容を明確にすることで子どもたちが積極的に外
国語を活用したいと考えることに効果的に作用すると
いう見解が得られたと考えている。
今後も，対象者を明確にし，より実際の場をイメー
ジできるような単元の設定や教具のエ夫を行げ犯莞と
仮説を検証するために実践を継続したいと考えてい
る 。
一方で，毎回そのような単元の設定は困難であるこ
とも考えられるので，子どもたちが将来，外国語表現
を使うことが必然的なことであると考えられるような
場面の設定を行う実践も構想していきたいと考えてい
る。
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